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「第 8回環境地盤工 学 シ ン ポジ ウム 」開催報告

Report　on 　the　8th　JGS　Symposium 　on 　Environmental　Geotechnics

地 盤環境 プロ ジ ェ ク トに おけ る環境影響評価技術の 高度化 と適用 に関す る研 究委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　地盤環境企 画委員会

　第 8 回 環境地 盤 丁 学 シ ン ポ ジ ウ ム が 2009年 7 月 16日

〜17日 に 秋 田市民交流プ ラ ザ ALVE に て 開催 され た。

本 シ ン ポ ジ ウ ム は 1994年 か ら ほ ぼ 2 年に
一
回 の 頻 度で

地 盤工 学 と環境問題 に 関わ る研究 成 果 の 発表，討議の 場

と して 開催 され て お り，今回 は
“
地盤環境 プ ロ ジ ェ ク ト

に お け る環境影響評価技術 の 高度化 と適用 に 関す る研究

委員会 （委員長 ： 勝見　武　京都大学）
”
，
“
地 盤環境企

画 委員会 （委員長 ： 小峯秀雄　茨城大学）
”

の 2 委員会

が 開催，運営 に あ た っ た 。二 つ の 委員会 の 委員 に よ る 査

読 を 経 て 論 文 集 に 収録 さ れ た 論 文 は 87編 に お よ び，参

加登録者 は 167名 （うち，学生 28名） を数 え た。

　プロ グ ラ ム は，2 日間を通 して 開催 した 論文発表セ ッ

シ ョ ソ に 加 え て ，第 1 日夕 方 に は
一

般 公 開 で 特 別 講 演 ，

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン セ ッ シ ョ ン を 開 催 し，一般 市 民 の 方 に

も聴講 い た だ い た 。 論文発表 は，「廃棄物 の 地盤 T一学的

利用」，「廃棄物処分場 の 建設
・
維持管理．1，「地盤中の 水

分 ・化学物質の 移 動 とそ の制御⊥ 「重金属含有岩石 ・十一

壌の 対策技術 」，「緑化
・バ イ オマ ス 利用 」，「溶出特性

・

環境影響評価」，「地 球環境問題 へ の 地 盤 工 学の 貢献」 の

7 テ
ーマ ，12セ ッ シ ョ ン に て活発 な 議論 が 行 わ れ た 。 気

候変動 や そ れ に 伴 う海面上 昇 とい っ た地 球環境問題 に 対

応す る た め の 地盤工 学分野 か らの 取組 み，自然由来 の 重

金属を含む掘削土へ の 対応やバ イオ マ ス 利活用 に 関す る

研究論
．
文の 増加 が 今回 の シ ン ポ ジウ ム か らの 新 しい 傾 向

として み られ た。廃棄物 の 処 分
・
有 効 利用 とい っ た 従来

か ら研究が 進め られ て い る 分野 に お い て も，材料特性や

建設技術 の 開発 とい っ た 観 点 に加 え て，廃棄物処 分場 の

安定 化 や維 持 管理 ，廃棄 物 の 再資源 化に 伴 う環境負荷や

将来的 な 再 々 利用 へ の 配慮 とい っ た 点が 新 た な 論点 とな
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写真一1　 特別 講演 の 様 子

っ て い た。学生 に よ る 質 の 高い 研究 発 表や デ ィ ス カ ッ シ

ョ ン へ の 参加も多 くあ り，次代 の 研究者
・
技術者 の 交流

に も良い 機会で あ っ た と感 じ られ た。

　特別講演は，北 海道大 学 大 学院工 学研 究 科　五 卜嵐敏

文教授 が 「岩盤掘削 ず りか らの 重金 属類 の 溶出特性 に 基

づ く対策法の 構築 に 向け て 」 と題 し て ，北海道内 に おけ

る 自然由 来の 重金属類 の 分布や そ の 特徴，掘 削ず りか ら

の 重 金 属類の 溶出特性 と評価方法 を 自身 の 近年 の 研究 成

果に 基づ い て 示 して い た だ い た 。さ らに ，溶出 試験結果

に 基 づ い て 自然 由来の 重金属 類 を 含有 す る 掘削ず りを 合

理 的に 処理 ・処 分 す る 考え 方を 紹介い た だ い た 。

　 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン セ ッ シ ョ ン は 「廃棄物処分の 地盤工

学 的 課 題 」 を テ
ー

マ と して，佐 藤 研
一

副 委 員 長 （福 岡大

学 ） の コ
ーデ ィ ネートの 下，秋 田 県生 活 環 境 文 化 部 の 井

島辰 皀環境整備課長，遠藤和人委員 （国
・eL環境研究所），

左嶺　聖委員 （九州人学），水野克己委員 （大幸 工 業）

の 4 名 が 産官学 の 異 な る i
’
tl　esか ら そ れ ぞ れ 話 題 提供 を

行 い，そ の 後フ ロ ア を 含め た 総合討論を 行 っ た。廃棄物

処 分 に 関 す る現状や 今後 の 廃棄物の 地 盤 工 学 的 利用 の ノj

向性 ，人材育 成 の 重 要性 に つ い て デ ィ ス カ ッ シ ョ ン が進

め られ，今後 の 本分野 に お け る 研究
・
教育の 方向性 に つ

い て 限 られ た 時間で は あ っ た が活発 に議論 が彳∫わ れ た。

　第 1 日の プ ロ グラ ム 終 r後に は 会場近 くの ホ テ ル で

交 流会 を 開 催 し，秋田 の 郷上 料 理 ，地 酒 を 囲 み な が ら

100名近 くの 参加者の 間で デ ィ ス カ ヅ シ ョ ソ ，親睦 が は

か ら れ た 。

　 な お，す べ て の 般 論文 ， 特別講演 を収録 した シ ン ポ

ジ ウ ム 発表論文集 （全 49　4ペ ー
ジ） が 会 員特価 3000 円

で 販売 さ れ て い る。希望者 は 地 盤
．
L 学 会 ホーム ペ

ー
ジ

（http：〃www ．jiban．or ．jp1）か ら 申 し込 ん で い た だ き，

多 くの 方 々 が 環境地 “ts．T ．学 に 関す る 研究 に 取 り組 み ，議

論を 深め て い た だ くきっ かけ に して い ただけ れ ば幸 い で

ある。

　最後 に 本 シ ン ポジ ウ ム に 開 催 にあ た っ て は，秋 出 県立

大学に 共 催 い た だ き，厚 い ご 支援 を い た だ い た。さ ら に ，

同 大 学 シ ス テ ム 科 学 技術 学 部 　ハ ザ リ カ
・

ヘ マ ン タ准 教

授 研 究 室 の 学生 諸 氏，な らび に 地 盤 工 学会事務局 般 事

業 課 の 皆 様 に は運 営 に あ た り多大 な ご尽 力を 賜 り ま し た 。

こ こ に 記して 謝意 を表 しま す。

（文責 ： 乾　徹　京都大学）
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